
近年，トマトの需要は生食用，加工用に加えて料理用

など多様化しているが，韓国，中国などからの輸入が急

増し，価格が低迷している（青木，２００１）。

このような状況の中で，大玉トマトとミニトマトの中

間サイズのミディトマトが，消費者ニーズの多様化に対

応しうる差別化商品として注目されている。ミディトマ

トは，装飾性に優れ，果実糖度が大玉トマトに比べ安定

して高いことが特徴で，近年はオランダから種子が輸入

され始めている。

県内においても，ミディトマトの生産が沿岸島しょ部

地域で開始されている。因島市では，果実糖度が比較的

高く果皮の柔らかい品種‘華クイン’（日華バイオ）の栽

培が行われている。しかし，主な作型はハウス半促成栽

培やハウス早熟栽培で，栽培期間が高温であるハウス抑

制栽培は，収量および果実品質が低下するため導入され

ていない。

そこで，沿岸島しょ部地域におけるハウス抑制栽培の

ミディトマトについて，収量と果実品質を向上させるた

め，品種並びに栽培技術について検討し，若干の知見を

得たので報告する。

材料および方法

試験１ 品種の選定

ハウス抑制栽培において，収量および果実の品質低下

が問題である既存品種‘華クイン’の代替となる品種の

選定試験を行った。

試験は，１９９９年に農業技術センター島しょ部研究部（広

島県因島市重井町）において実施した。品種は，‘華クイ

ン’を対照品種として表１に示した市販の８品種を供試

した。‘華ロマン’，‘華クイン R’および‘華クイン’

は，７月６日に育苗培地（JA培土１号）を充填した直径

１２cmポリポットに挿し芽を行い育苗した。その他の品

種は６月２２日にセル成型苗用培地（与作 N‐１５０）を充填

した１２８穴セルトレイに播種し，７月６日に直径１２cm

ポリポットへ鉢上げして育苗した。全ての品種を第１段

花房が開花し始めた８月３日にビニルハウス内に定植し

た。栽植密度は，株間３５cm，畝幅１４０cmで a当たり２０４株

とした。仕立て方法は，主枝１本仕立てとし，第６段花

房の上に３葉を残し摘心した。畝表面は白色フィルムで

マルチした。施肥は，IB化成肥料（１０‐１０‐１０）を用い全

量基肥で窒素，リン酸，カリをそれぞれ a当たり１kg

施用した。また，土壌改良資材として人糞汚泥堆肥を a

当たり乾物２００kg，苦土石灰を１０kg施用した。かん水開始

点は畝表面からの深さ１０㎝の土壌水分張力が pF２．３に達

した時点とし，畝面に敷設した点滴チューブを通して１

回５mmかん水した。ハウス内の最低気温は１０℃で管理

した。１区面積は２．４５m2とし，１区５株の２反復とした。

開花時には着果と果実肥大を促すため，トマトトーン（４

‐CPA）を８０～１２０倍に希釈して花房に散布した。なお，着

果を確認した後に１果房当たり１０果に摘果した。

成熟した果実は，週３回収穫し，重量，裂果および障害

果の発生，果皮硬度，果実糖度および果実の酸含有率を

調査した。果皮硬度はレオメーター（NRM‐２０１０J‐CW，

不動工業社製）を用い円錐針頭貫入圧を指標として測定

した。果実糖度は，デジタル屈折糖度計（PR‐１００，ATAGO

社製）により測定した。果実の酸含有率は搾汁を０．１規定

の水酸化ナトリウムで中和滴定し，クエン酸に換算して

算出した（柴田ら，１９８５）。また，着花数は果実収穫時に

調査し，栽培打ち切り時の生育状況は，１１月１９日に調査

した。

広島農技セ研報 ７８：２９－３６，２００５

川口岳芳・平尾 晃＊

キーワード：ハウス抑制栽培，品種，かん水開始点，ミディトマト，栽植密度，施肥量，定植時期

島しょ部地域におけるハウス抑制栽培ミディトマトの収量
および果実品質の向上技術

＊広島県総務企画部政策企画局
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試験２ 生育，収量および果実品質に及ぼす定植時期お

よび栽植密度の影響

夏季の雨よけハウス内の高温対策として，遮光や細霧

冷房などが挙げられる。しかし，トマトは日射要求量が

高いことや冷房施設に費用がかかることなどを考慮する

と，定植時期を遅らせることが最も簡易な方法であると

考えられる。そこで本試験では，ハウス抑制栽培のミデ

ィトマトについて，高温による生育への影響を受けない

定植時期を検討した。また，７月下旬定植では無加温で

第８段果房までの収穫が可能であるが，定植が８月中旬

以降では，収穫開始時期の遅れによる収量の減少が考え

られる。そこで，無加温栽培における収量の減少を補う

ための栽植密度も併せて検討した。

試験は２０００年に実施した。試験の因子は，定植時期と

栽植密度とし，二元配置で実施した。定植時期は，８月

１５日（８月中旬区），８月２５日（８月下旬区）および９月

５日（９月上旬区）の３水準，栽植密度は a当たり２０９株

（株間３３cm，畝幅１４５cm）および１３８株（株間５０cm，畝幅

１４５cm）の２水準とした。対照区は定植時期を７月２５日

（７月下旬），栽植密度を a当たり１３８株とした。品種は，

‘華クイン’を供試した。挿し芽苗は８月中旬区，８月

下旬区，９月上旬区および対照区でそれぞれ８月２日，８

月１２日，８月２２日および７月１１日に試験１と同様の方法

で鉢上げして育苗し，第１段花房が開花し始めた苗を各

定植時期にビニルハウス内に定植した。仕立て方法は，

側枝を主枝の第１段花房直下から分岐させ，主枝と側枝

各１本の２本仕立てとし，それぞれ第８段花房の上に３

葉を残し摘心した。施肥は，試験１と同じ肥料を全量基

肥で窒素，リン酸，カリをそれぞれ a当たり２kg施用し

た。土壌改良資材としてバーク堆肥を a当たり乾物２００

kg，苦土石灰を１０kg施用した。また，ハウス内は無加温

とした。１区面積は２０９株／a区で３．３m2，１３８株／a区で５．１

m2とし，１区７株の２反復とした。また，着果を確認し

た後に１果房当たり１２果に摘果した。

試験場所，マルチ方法，かん水方法，着果促進剤処理，

着花数および果実の調査方法は試験１と同じにした。な

お，開花前の落らいおよび開花後の落花が発生した花房

数の全花房数に対する割合は，着果不良発生花房率とし，

落らいや落花の発生が見られなくなった９月２０日まで果

実収穫時に調査した。栽培打ち切り時の生育状況は，１２

月２２日に調査した。

試験３ 生育，収量および果実品質に及ぼす施肥量およ

びかん水開始点の影響

ハウス抑制栽培における，ミディトマトに最適な施肥

量とかん水開始点について検討した。

試験は２０００年に実施した。試験の因子は，施肥量とか

ん水開始点とし，それぞれの因子について他方の因子を

ブロック因子とした乱塊法で実施した。施肥量は，試験

１と同じ肥料を全量基肥で a当たりの窒素成分量として

１，２および３kgの３水準，かん水開始点は，畝表面か

らの深さ１０cmの土壌水分張力が pF２．０，pF２．３，pF２．５お

よび pF２．７の４水準とした。かん水は，各試験区のかん水

開始点に達した時に，畝面に敷設した点滴チューブを通

して１回５mmを与えた。品種は，‘華クイン’を供試し

た。挿し芽苗は８月２日に試験１と同様の方法で鉢上げ

し，第１段花房が開花し始めた苗を８月１８日にビニルハ

ウス内に定植した。栽植密度は，株間５０cm，畝幅１４５cm

で a当たり１３８株とした。仕立て方法は，試験２と同じ２

本仕立てにした。なお，ハウス内の最低気温は１０℃で管

理した。１区面積は５．８m2とし，１区８株とした。土壌改

良資材の施用および摘果方法は試験２と同じにした。

試験場所，マルチ方法，着果促進剤処理，着花数およ

び果実の調査方法は試験１と同じに，着果不良発生花房

率の調査方法は試験２と同じにした。栽培打ち切り時の

生育状況は，１２月２５日に調査した。

結 果

試験１ 品種の選定

定植から栽培打ち切りまでのハウス内の日最高気温，

日最低気温および日平均気温の平均値は，それぞれ

３２．６℃，１９．３℃および２５．７℃であった。また，定植から最

高気温が３０℃以下となった１０月１半旬までの日最高気

温，日最低気温および日平均気温の平均値は，それぞれ

３５．６℃，２３．１℃および２９．３℃であった。

各品種別の着花数と栽培打ち切り時の生長量を表１に

示した。１花房当たりの着花数は，対照品種に比べ‘華

ロマン’および‘レッドオーレ’が多かった。茎長は，

対照品種に比べ‘ファンゴッホ’，‘華ロマン’，‘グルメ

トマト’および‘桃子ちゃん’が大きかった。節数は，

‘華クイン R’を除き全ての品種で対照品種を上回った。

節間長は，対照品種に比べ‘レッドオーレ’，‘レンブラ

ント’，‘ラブリー４０’および‘グルメトマト’で小さか

った。茎径は，対照品種に比べ‘ラブリー４０’，‘レンブ

ラント’，‘ファンゴッホ’，‘グルメトマト’および‘レ

ッドオーレ’が大きかった。

収量および果実品質を表２に示した。総収量は，対照

品種に比べ‘グルメトマト’および‘ファンゴッホ’が

多かった。可販果収量は，‘ファンゴッホ’が a当たり４２３

３０ 川口ら：島しょ部地域におけるハウス抑制栽培ミディトマトの収量および果実品質の向上技術
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kgと他の品種に比べ著しく多かった。また，可販果率は，

対照品種に比べ‘ファンゴッホ’および‘レンブラント’

が同等で，その他の品種では低かった。裂果率は，対照

品種に比べ‘ファンゴッホ’および‘レンブラント’で

低く，その他の品種で高かった。特に‘グルメトマト’，

‘レッドオーレ’および‘桃子ちゃん’では３０％以上の

高率で裂果が発生した。１果重は，対照品種に比べ‘グ

ルメトマト’および‘ファンゴッホ’が大きく，‘華ロマ

ン’が小さかった。果皮硬度は，対照品種に比べ‘華ロ

マン’で低く，‘桃子ちゃん’で同等，その他の品種では

高かった。果実糖度は，対照品種に比べ‘レッドオーレ’

で同等，その他の品種では低かった。果実の酸含有率は，

対照品種に比べ‘桃子ちゃん’および‘レッドオーレ’

が高く，‘ラブリー４０’および‘ファンゴッホ’が同等で

その他の品種では低かった。果形は，‘華ロマン’が長円

鍋形でその他の品種は球形であった。

試験２ 生育，収量および果実品質に及ぼす定植時期お

よび栽植密度の影響

定植から栽培打ち切りまでのハウス内の日最高気温の

表１ ハウス抑制栽培におけるミディトマトの品種別の生育a）

表２ ハウス抑制栽培におけるミディトマトの品種別の収量および果実品質

品 種

収 量 果 実 品 質

総収量
（kg／a）

可販果a）

収量
（kg／a）

可販b）

果率
（％）

裂果c）

率
（％）

１果重
（g）

果皮
硬度

（g／cm2）

糖度
（Brix％）

酸
（％）

果形

華クイン（対照） ３２０abd） ２８１a ８８ ４ ３４b ３５６b ６．４d ０．９７b 球形

レッドオーレ ３７８b ２２３a ５９ ３１ ３５b ５０８c ６．４d １．０８c 球形

華ロマン ２８０a ２３６a ８４ ６ ２７a ２８７a ６．０c ０．９１a 長円鍋形

華クイン R ３４２ab ２８０a ８２ １３ ３４b ４４２c ６．０c ０．８６a 球形

ラブリー４０ ２７８a ２１２a ７６ １４ ３３b ４７４c ５．３b １．０１b 球形

桃子ちゃん ２７６a １７８a ６４ ３１ ３５b ３７６b ６．２c １．３２d 球形

グルメトマト ５５７d ２４８a ４５ ４３ ５６d ４９８c ４．５a ０．８２a 球形

ファンゴッホ ４７８c ４２３b ８９ ３ ５０c ４９３c ５．５b ０．９８b 球形

レンブラント ３３７ab ２９８a ８８ １ ３３b ４４６c ５．０a ０．８６a 球形

F検定（P＜０．０５） ＊ ＊ ― ― ＊ ＊ ＊ ＊ ―

品 種
着花数

（花／花房）
茎長
（cm）

節数
（節）

節間長
（cm）

茎径
（mm）

華クイン（対照） １１．４cdb） １７２ab ２３．１a ７．６d １０．９a

レッドオーレ １４．３e １７５ab ２７．６b ６．３a １３．０b

華ロマン ２２．３f １９２c ２５．７b ７．７d １１．３a

華クイン R １２．９de １６９a ２４．０a ７．０cd １１．２a

ラブリー４０ ８．５b １７７b ２７．６b ６．６ab １５．５c

桃子ちゃん ７．２a １８７c ２６．１b ７．４cd １１．５a

グルメトマト ９．２b １９１c ２７．３b ６．７bc １３．８b

ファンゴッホ １２．４de ２１２d ３１．３c ７．６d １３．９b

レンブラント １０．５bc １７７b ２７．０b ６．４a １４．０b

F検定（P＜０．０５） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

a）着花数以外の項目は栽培打ち切り時の１９９９年１１月１９日に調査した
b）同じカラム内の異なるアルファベットを付した数値間には Tukeyの多重検定で有意差があることを示す（P＜０．０５）

a）２０g以上の健全果の収量 b）可販果の全収穫果に対する重量割合 c）裂果した果実の全収穫果に対する重量割合
d）同じカラム内の異なるアルファベットを付した数値間には Tukeyの多重検定で有意差があることを示す（P＜０．０５）

広島県立農業技術センター研究報告 第７８号 ３１
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平均値は，８月中旬区，８月下旬区，９月上旬区および

対照区でそれぞれ２９．０℃，２７．８℃，２６．４℃および３１．１℃で

あった。また，定植から着果不良花が発生しなくなった

９月４半旬までの最高気温の平均値は，８月中旬区，８

月下旬区，９月上旬区および対照区でそれぞれ４１．５℃，

４０．４℃，３６．８℃および４１．４℃であった。

着花数，着果不良発生花房率および栽培打ち切り時の

生長量を表３に示した。１花房当たりの着花数は，定植

時期が遅いほど，また，栽植密度が低いほど多かった。

着果不良発生花房率は，対照区に比べ全ての処理区で低

かった。茎長は，定植時期が遅いほど大きかった。茎径

は，定植時期が遅いほど，また，栽植密度が低いほど大

きかった。栽培打ち切り時までの主枝の収穫可能果房段

数は，栽植密度に関わらず， ８月中旬区，８月下旬区，９

月上旬区および対照区でそれぞれ概ね８段，７段，５段

および８段であった。同様に，側枝の収穫可能果房段数

は，それぞれ概ね７段，６段，３段および８段であった。

収量，１果重および果実糖度を図１に示した。総収量

および可販果収量は定植時期が早いほど多く，また，栽

植密度が高いほど多い傾向であった。１果重は，定植時

期が早いほど大きかった。果実糖度は，対照区に比べい

ずれの定植時期でも高かった。栽植密度が対照区と同じ

表３ ハウス抑制栽培におけるミディトマトの生育に及ぼす定植時期および栽植密度の影響a）

図１ ハウス抑制栽培におけるミディトマトの収量，１果重
果実糖度の時期的変化に及ぼす定植時期の影響

a）２０g以上の健全果の収量
b）２０g未満の果実，乱形果

窓あき果，奇形果および空洞果の収量
c）全収穫期間の果実糖度の平均値

図２ ハウス抑制栽培における気温の推移とミディトマトの
果実糖度に及ぼす定植時期および栽植密度の影響
a） a当たりの栽植密度１３８株

処理区
定植時期×栽植密度

着花数
（花／花房）

着果不良b）

発生花房率
（％）

茎長
（cm）

茎径
（mm）

収穫可能果房段数c）

主枝
（段）

側枝
（段）

７月下旬×１３８株／a（対照） ９．７ １４．７ １４７ ９．６ ８．０ ８．０

８月中旬×１３８株／a １３．１ １１．２ ２１５ １０．７ ８．０ ７．２

８月下旬×１３８株／a １４．５ ０ ２４０ １１．５ ７．４ ５．４

９月上旬×１３８株／a １５．６ ０ ２６８ １１．８ ４．７ ２．９

８月中旬×２０９株／a １２．３ ５．０ ２０４ ９．２ ８．０ ６．９

８月下旬×２０９株／a １３．３ １．４ ２４８ １０．５ ６．６ ５．６

９月上旬×２０９株／a １３．２ ０ ２７４ １０．８ ５．１ ３．３

要因効果 定植時期 ＊ ― ＊ ＊ ＊ ＊

分散分析（P＜０．０５） 栽植密度 ＊ ― n.s. ＊ n.s. n.s.

a）着花数および着果不良発生花房率以外の項目は栽培打ち切り時の２０００年１２月２２日に調査した
b）開花前の落らいおよび開花後の落花が発生した花房数の全花房数に対する割合（９／２０まで調査）
c）１果房当たり３果以上収穫が可能であった果房の段数
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１３８株／a区について，定植時期別の果実糖度の時期的変

化を図２に示した。果実糖度は，対照区に比べて全ての

処理区で全収穫期間を通して１％程度高く推移した。

試験３ 生育，収量および果実品質に及ぼす施肥量およ

びかん水開始点の影響

定植から栽培打ち切りまでのハウス内の日最高気温，

日最低気温および日平均気温の平均値は，それぞ

れ，２８．７℃，１５．４℃および２０．２℃であった。

施肥量の違いによる着花数，着果不良発生花房率，栽

培打ち切り時の生長量，収量および果実品質を表４に示

した。１花房当たりの着花数，着果不良発生花房率，茎

長および茎径は，施肥量による一定の傾向は認められな

かった。総収量および可販果収量は，窒素３kg／a区がや

や少なかったが，施肥量による一定の傾向は認められな

かった。可販果率は，窒素３kg／a区がやや高かったが，

施肥量による一定の傾向は認められなかった。１果重は，

窒素１kg／a区がやや大きかったが，施肥量による一定の

傾向は認められなかった。果実糖度は，施肥量による一

定の傾向は認められなかった。

かん水開始点の違いによる着花数，着果不良発生花房

率，栽培打ち切り時の生長量，収量および果実品質を表

５に示した。１花房当たりの着花数は，pF２．７区のみ少な

かった。着果不良発生花房率は，かん水開始点が高いほ

ど高かった。茎長は，pF２．７区のみ小さかった。茎径は，

pF２．０区と pF２．３区が同等，pF２．７区および pF２．５区が小

さかった。総収量および可販果収量は，pF２．０区と pF２．３

区が同等，pF２．７区および pF２．５区が少なかった。可販果

率は，pF２．７区のみ低かった。１果重は，pF２．０区と pF

２．３区が同等，pF２．７区および pF２．５区が小さかった。果

実糖度は，pF２．７区がその他の処理区に比べてやや高か

った。

考 察

試験１ 品種の選定

ハウス抑制栽培に適した品種の選定基準として，既存

品種の‘華クイン’に比べ可販果収量が多いこと，果実

糖度が高いこと，そして果皮が柔らかいことを重視した。

その結果，‘華クイン’に比べ，可販果収量，果皮硬度お

よび果実糖度全ての面で優れる品種は認められなかっ

た。

表４ ハウス抑制栽培におけるミディトマトの生育，収量および果実品質に及ぼす施肥量の影響

表５ ハウス抑制栽培におけるミディトマトの生育，収量および果実品質に及ぼすかん水開始点の影響

施肥量
着花数

（花／花房）

着果不良a）

発生花房率
（％）

茎長
（１２月２５日）
（cm）

茎径
（１２月２５日）
（mm）

総収量
（kg／a）

可販果b）

収量
（kg／a）

可販c）

果率
（％）

１果重
（g）

果実
糖度

（Brix％）

N＝１kg／a １３．３ ２．８ ２２７ ９．２ ５７７ ５２５ ８９．９ ３４．４ ６．９

N＝２kg／a １２．６ １．９ ２２２ ９．１ ５７３ ５２７ ９０．２ ３２．９ ７．０

N＝３kg／a １２．４ ４．４ ２３０ ９．１ ５４３ ５０６ ９２．５ ３３．９ ６．７

F検定（P＜０．０５） n.s. ― n.s. n.s. n.s. n.s. ― n.s. n.s.

かん水開始点
総かん水量
（mm）

着花数
（花／花房）

着果不良a）

発生花房率
（％）

茎長
（１２月２５日）
（cm）

茎径
（１２月２５日）
（mm）

総収量
（kg／a）

可販果b）

収量
（kg／a）

可販c）

果率
（％）

１果重
（g）

果実
糖度

（Brix％）

pF２．０ ２５８ １４．２bd） ０．８ ２４２b １０．０c ７０１c ６５８c ９４．０ ３８．５c ６．５a

pF２．３ １９４ １３．８b ２．５ ２２８b １０．０c ６９８c ６４９c ９３．０ ３７．１c ６．７ab

pF２．５ １２９ １３．３b ２．９ ２２９b ９．３b ５６２b ５２７b ９３．８ ３２．４b ７．０bc

pF２．７ ７２ ９．９a ５．８ ２０７a ７．３a ３１６a ２４４a ７７．３ ２６．９a ７．２c

F検定（P＜０．０５） ― ＊ ― ＊ ＊ ＊ ＊ ― ＊ ＊

a）開花前の落らいおよび開花後の落花が発生した花房数の全花房数に対する割合（９／２０まで調査）
b）２０g以上の健全果の収量 c）可販果の全収穫果に対する重量割合

a），b），c）表４に同じ
d）同じカラム内の異なるアルファベットを付した数値間には Tukeyの多重検定で有意差があることを示す（P＜０．０５）
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高橋・作山（２００１）は，５月定植の普通栽培において

‘ラブリー４０’および‘レッドオーレ’は，果実糖度が

高く，‘ファンゴッホ’は，収量性に優れると報告してい

る。栽培時期の異なる本試験でも‘ファンゴッホ’が収

量面で優れたが，‘華クイン’に比べ果皮硬度が４９３g／cm2

と高く，果実糖度が５．５％と低かったことから，本試験で

の選定基準を満たしていないと判断した。

以上から，ハウス抑制栽培において，既存品種の‘華

クイン’の代替となる有望な品種は選定できなかった。

そのため，‘華クイン’の収量と果実品質を向上させる栽

培管理方法を検討する必要があると考えられた。

試験２ 生育，収量および果実品質に及ぼす定植時期お

よび栽植密度の影響

１ 高温障害を回避する定植時期

７月下旬定植では，着果不良花が多く発生し，着花数，

茎長，茎径および果実糖度の値が小さかった。

青木（１９９７）は，トマトの光合成速度から呼吸速度を

差し引いた見かけの光合成速度は，１５～３０℃の範囲で高

く，気温の上昇に伴い激減するとしている。本試験にお

いて７月下旬定植の生育が劣った原因は，栽培期間前半

の昼夜温が高かったので，呼吸量が増加し，光合成産物

が減少したため，各器官の生長および充実が妨げられた

ためと考えられた。

斉藤（１９７３‐a）は，高温条件下では果肉組織を構成する

細胞の齢が進行し，果実の肥大，成熟が促進し，また，

果実中の糖は果実肥大の初期から蓄積し，肥大と共に増

加するとしている。本試験において第１段花房の開花始

めから収穫始めまでの日数は，定植時期が遅いほど長く

なるのを観察している。従って，７月下旬定植での収穫

始めの果実糖度が低かったのは，開花から収穫までの日

数が短かく，糖の蓄積期間が短かかったためと考えられ

る。しかし，同じ時期に開花した花の収穫までの日数は，

定植時期に関係なく同程度であったが，高温による影響

が小さい収穫時期（１０月下旬以降）でも７月下旬定植と

８月中旬以降の定植作型の果実糖度には大きな差が認め

られた。これらのことから判断すると，７月下旬定植の

果実糖度が劣ったのは，高温により各器官の生長および

充実が妨げられ，果実肥大時の果実への物質転流が限ら

れた結果，糖の蓄積が少なかったことが主な原因である

と考えられた。

斉藤（１９７３‐b）は，昼温２４℃に比べ３０℃，夜温１７℃に

比べ３０℃で着花数が少ない原因は，高温で花芽分化が早

期に停止するためとしている。本試験での時期別の開花

数は，定植時期に関わらず昼温および夜温の低下ととも

に増加しており，着花数の減少は栽培期間中の温度条件

が大きく作用していると考えられた。

岩堀・高橋（１９６３，１９６４）は，開花前９～５日頃の減数

分裂期と開花当日～３日後では他のステージに比べ花器

の高温抵抗性が弱く，前者では３５℃，後者では４０℃で落

花し結実しないとしている。さらに，高温の持続時間が

３時間以上であれば長いほど，また４５℃では４０℃に比べ

結実率は低下するとしている。本試験において着果不良

花が発生しなくなった時期は９月４半旬以降であった。

この時期は，ハウス内気温３５℃以上が３時間以上継続し

なくなった９月５半旬とほぼ一致する。このことから，

着果不良花の発生は高温が主な原因であると考えられ

た。

８月中旬以降の定植作型では，着花数，茎長および茎

径の値が大きく，果実糖度もそれ以前の定植作型に比べ

て約１％高く推移した。このことから，高温による生育

への影響を受けない定植時期の早限は，ハウス内気温が

低下し始める８月中旬であると考えられた。

２ 収量増加のための栽植密度

８月中旬定植で栽植密度を２０９株／aにすることによ

り，１３８株／aに比べて着花数が少なく茎径がやや小さか

った。しかし，２０９株／aでは無加温栽培での定植時期の遅

れによる総収量および可販果収量の減少を補うことが可

能であり，果実糖度が７月下旬定植に比べ優れた。

番ら（１９９４）は，ハウス促成栽培の大玉トマトについ

て主枝１本仕立てで a当たりの栽植密度を２４０株以上と

すると，単位面積当たりの収量は増加するが，果実糖度

は大きく低下し，小果割合が増加するとしている。この

報告と同様に，主枝と側枝の２本仕立てで行った本試験

においても，８月中旬定植で栽植密度を１３８株／aから２０９

株／aに増やすことにより，果重が４１．９gから３６．９gに減

少した。しかし，果重の減少は，出荷規格 L（３０～４５g）

の範囲内であり，２０９株／aは実用的な栽植密度であると

判断した。

また，果実糖度の低下は，栽植密度の増加に伴う葉の

相互遮蔽により受光量が低下し，光合成産物が減少する

ためと考えられる。本試験においても，９月上旬定植で

は栽植密度の増加により果実糖度の低下が認められた

が，それ以前の定植作型では果実糖度の低下が認められ

なかった。これは，８月下旬までの定植作型では，ハウ

ス促成栽培と比べ日射量が多く，栽植密度を２０９株／aと

しても受光量の低下が果実糖度に及ぼす影響は小さかっ

たためと考えられた。

これらのことから，ハウス抑制栽培で主枝と側枝の２
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本仕立てとする場合，定植時期の遅れによる無加温栽培

での収量の減少を補うための最適な栽植密度は，２０９株／

aであると考えられた。

試験３ 生育，収量および果実品質に及ぼす施肥量およ

びかん水開始点の影響

１ 最適な施肥量

着花数，着果不良花の発生程度，生育，収量，１果重

および果実糖度には，施肥量の違いによる有意な差は認

められなかった。

桝田（１９８９）は，トマト果実１kgの生産に必要な株当

たりの窒素吸収量は，１．７～１．９g（平均１．８g）で，このと

きの１株当たりの全窒素の４８％が施肥由来であり，施肥

窒素の利用率は３３％であったと報告している。このこと

を，本試験で総収量の最も多かった窒素１kg／a区の a

当たりの総収量５７７kgに当てはめると，a当たりの必要

窒素量は１．０kgと推計される。また，そのうちの４８％の

０．５kgが施肥由来であり，さらに施肥窒素の利用率を当

てはめると，必要な窒素施用量は a当たり１．５kgと推計

される。

本試験では，生育，収量および果実糖度から判断する

と，ハウス抑制栽培においてミディトマトを第８段果房

まで収穫する場合，a当たりに施用する窒素成分量を１

kgとしても充分栽培が可能であった。これは栽培前に施

用した人糞汚泥堆肥の肥料効果と緩効性肥料を使用した

ため，施肥窒素の利用率が向上したことが考えられる。

２ 最適なかん水開始点

かん水開始点が pF２．０および pF２．３の場合には，pF２．５

および pF２．７に比べて，生育，収量および１果重が優れ

た。一方，かん水開始点が pF２．７では，果実糖度はやや高

かったが，着花数，茎長および茎径の値が小さく，着花

数の減少と着果不良花の発生および果実の小玉化により

可販果収量が少なかった。

佐藤ら（１９９６）は，ミディトマトのかん水開始点を pF

２．１とした場合，１果重３５g程度の果実を安定して生産で

きるとしており，本試験でも同様の結果が得られた。ま

た，トマトへの水ストレス付与により，果実糖度は向上

するが，果実の小玉化により収量が減少することが多く

報告されている（荒木・五島，１９８６，１９８７，番ら，１９９４，

福本・吉田，１９９２）。本試験においても，かん水開始点を

pF２．７とした場合，pF２．３に比べて果実糖度は０．５％上昇

したが，可販果収量は６３％も減少した。斉藤・伊東（１９６７）

は，かん水量が直接着花数と落花に及ぼす影響は小さく，

むしろ少かん水による栄養生長の衰退や植物体の養分含

量の減少が，花芽分化数の減少と離層の発達を誘起する

としている。本試験において，かん水開始点が高い程着

花数が少なく，着果不良花が多く発生した。また，かん

水開始点が高まるほど生育および収量が劣ったことから

判断すると，高温によるものとは考えにくく，少かん水

による土壌の乾燥が着花数の減少や着果不良花の発生に

間接的に作用したと考えられた。

従って，ハウス抑制栽培のミディトマトにおいてかん

水量を５mm／回とする場合，かん水開始点は，pF２．０～

２．３とするのが適当であると考えられた。

摘 要

沿岸島しょ部地域において，ハウス抑制栽培のミディ

トマトの収量および果実品質を高めるため，品種の選定，

定植時期，栽植密度，施肥量およびかん水開始点につい

て検討した。

１．ハウス抑制栽培において，供試した８品種の中に，

既存品種の‘華クイン’に比べ収量と果実品質が共

に優れる品種は認められなかった。

２．‘華クイン’を用いたハウス抑制栽培で，主枝と側枝

の２本仕立てとする場合，夏季の高温による生育抑

制と無加温栽培での収量の減少を回避できる定植時

期は８月中旬であり，栽植密度は２０９株／a（株間３３

cm）であった。

３．ハウス抑制栽培で，主枝と側枝の２本仕立てとし，

それぞれ第８段果房まで収穫する場合の最適な施肥

量は窒素１kg／aであり，かん水開始点は pF２．０～

２．３（かん水量５mm／回）であった。
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Yield and fruit quality improvement technology of
house retarding middy tomato culture in the island area.
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